
フランス文学科の4年間

フランス文学科  履修モデル（例） 2年次春学期

私はパンが大好きで、「パンと言えばフラン
ス」というところからフランス語に興味を持
ちました。もともと語学も好きだったので、
大学では英語以外の語学を学びたいと思
い、フランス語を学べるフランス文学科に
入学しました。特に印象に残っているのは、
パリへの留学です。半年間、パリ カトリッ
ク学院に通い、フランス語はもちろん、フラ
ンスの文化や歴史、ファッションなどについ
ても学びました。留学プログラムにはホー
ムステイと寮生活の2つがあったのですが、
私はホームステイを選択し、フランスの一
般の家庭でお世話になりました。現地の大
学での授業も充実したものでしたが、ホー
ムステイ先でのマダムとのコミュニケーショ
ンもとても刺激的で、たくさんの学びを得る
ことができました。留学は、実際に現地で
生活しながら語学や文化を学べるとても貴
重な機会です。フランス文学科を目指すみ
なさんにも、ぜひ経験してもらいたいと思い
ます。
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フランス語
表現法1A

検定対策
フランス語２A

芸術学A

フランス語の基礎を修得し、
「フランス語圏」の文化を学ぶ
基礎をしっかり定着できるカリキュラム
編成でフランス語を体得すると共に、フ
ランスからヨーロッパ、そしてアフリカや
カリブ海にいたる「フランス語圏」の文化
を広く学んでいきます。

卒業論文の
執筆へ向けて

ゼミの担当教員と相談し、4年
間の集大成となる卒業論文執
筆に向けて研究をさらに深め
ます。卒論のテーマは実に多様
です。

明治学院共通科目フランス語
Exercices Pratiques 1

フランス学概説
フランスの歴史

4年次演習

興味あるテーマを掘り下げる

週4回の語学カリキュラムで、フランス語
の修得をさらに進めます。興味あるテー
マを掘り下げて発表する科目も開講。

3年次からの専門研究に備えた
プレ・ゼミ「基礎研究」

卒業論文

ことばと文学

思想と社会 芸術と文化

・ 「Exercices Pratiques」や「仏会話」は、全てフランス人教員による授業です。　・ 3年次演習（ゼミ）は、同時に2つのゼミに所属することができます。
※年次は、当該科目を履修できる最低年次を表します。　※教職課程については96～97ページをご覧ください。 
※ヘボン・キャリアデザイン・プログラムについては102ページをご覧ください。　※2019年度予定カリキュラムです。実際のカリキュラム・科目名は変更の可能性があります。
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専門演習･
卒業論文

◎◯明治学院共通科目（14～17ページ参照）

◎フランス語講読2
○フランス語表現法2
○Exercices Pratiques 3・4
○仏会話1・2

◎Exercices Pratiques 2
◎フランス語表現法1

○H実用フランス語
○H時事フランス語
○H観光フランス語
●Préparation au DELF
●Préparation au TCF
●検定対策フランス語3

◎フランス学概説
◎フランスの歴史
●フランス文化研究

◎フランス語講読1
◎Exercices Pratiques1
●検定対策フランス語1・2

◎フランス文学史
◎基礎研究　

［ことばと文学］
○フランス語史
○フランス語の諸相
○現代翻訳論
○中世・ルネサンス文学
○17・18世紀文学
○近現代の文学
○詩と演劇
○小説と批評
○フランス学特講1
［思想と社会］
○歴史記述論
○フランス現代史
○日仏比較論
○フランコフォニー研究

○フランス社会の諸相
○現代思想
○精神分析入門
○哲学と人間
○フランス学特講2
［芸術と文化］
○現代芸術
○映画芸術
○写真芸術
○表象メディア論
○身体と芸術
○フランス美術
○舞台表現論
○フランスの音楽
○フランス学特講3

◎3年次演習

●日本文学（専）
●中国文学
●ドイツ文学
●翻訳論
●哲学（専）

●異文化理解1・2

◎4年次演習　◎卒業論文

●文化史
●言語学
●小説技法
●西洋文学
●異文化理解3・4

●民俗学
●ラテン語1・2

全員がゼミに参加

3年次からは、3系統の科目群を指針に、自身の
興味ある分野への学びが始まります。また、全員
がゼミに参加し、それぞれが見いだしたテーマに
ついて研究を深め合い、議論や発表を通して、社
会に出てから必要となる自己表現力、説得力を磨
いていきます。

フランス学発展科目［3系統］

3年次演習

Featured 3

Featured 4

Featured Courses 主な科目紹介
世界の中のフランス語の現状を通して多言語主義を考える
スイス、ベルギー、カナダ、北アフリカへと広がるフランス語の現状を知り、それ
ぞれの地域のフランス語の特性や、地域特有の問題について考察します。

Featured 1

フランス語の諸相

ガイドブックを原文で読みこなし、フランスの観光の現状を知る
フランス語で書かれたガイドブックの読み方を学び、フランスの観光地や観光業
の現状についての新聞・雑誌記事を読み、実践的な語学力を身につけます。

Featured 3

観光フランス語

ダゲレオタイプから現代アートまで、写真術の刺激的な展開を知る
19世紀にフランスで発明された写真術が、当時の社会にどれほどインパクトを与
え、新たな芸術表現の道を開いたか、作品鑑賞と文献講読を通じて考えます。

Featured 4

写真芸術

日ー仏の翻訳の現場で、正確かつ創造的な翻訳について考える
日本文学の翻訳を手がけるフランス人教員が、豊富な実例をもとに翻訳論の基
礎と実践を伝授。文学研究の新たな展開と翻訳の関係について論じます。

Featured 2

現代翻訳論

卒業論文タイトルの例
・アントワーヌ・ド・サン・テグジュペリ
―大地への飛翔―
・『ぞうのババール』
―絵本にこめられた大人へのメッセージ―
・日本とフランスのことわざ
・ポール・ゴーギャン
―地上の楽園タヒチ―
・パリの眼
―パリを愛した外国人写真家ブラッサイ―
・ヌーヴェル・ヴァーグの出発点とその成功
―フランソワ・トリュフォー研究―
・ローラン・プティ
―クラシック・バレエへの挑戦―
・エリック・サティ研究
―鉛のように鈍重に―
・フランスの家族
―多様化する家族のかたち―

芸術
ファッション
食文化 etc.

楽しい
フランス語

使える
フランスの言語
フランス語圏の言語
国際機関の言語

憧れの文化への扉を開く

Featured 2
Featured 1
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